












































ロ政治（micropolitics of consumption）」（Holt, 1998, p. 22）状況におかれることになる。
しかし，安定的な地位を獲得したベテランは初心者メンバーや困っているメンバーを自発
的に援助することが知られている。それが道徳観の発意なのである（Muniz and O’Guinnm,
2001, pp. 42426 ; McAlexander, p. 50）。それは BCの発展に貢献することになるので，援
助する側にも大いにメリットをもたらすことになる。
以上は，RBCを分析対象とした研究である。次に，インターネット上での BC（online









































CommitmentConsumer Engagement Sub Process
（出所：Brodie et al. 2013, p. 109.）
この Brodie et al.（2013）の論文は，その後のバーチャル BC研究の方向性を決定づけ
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